
総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

○

態度・志向性(人間力)
【主体性、自己管理力】

○

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○

汎用的技能
【コミュニケーションスキル、情
報収集・活用・発信力】

総合評価割合 40 40 20

学習・教育到達目標 (G) JABEE基準１（２） (f)

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
課題
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
②

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴
いたり読んだりして理解
し、内容に関する質問に
80％以上答えることがで
きる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴
いたり読んだりして理解
し、内容に関する質問に
70％以上答えることがで
きる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴
いたり読んだりして理解
し、内容に関する質問に
60％以上答えることがで
きる。

各Unitの場面や話題に
沿った会話や説明を聴
いたり読んだりして理解
し、内容に関する質問に
60％以上答えることがで
きない。

到達目標
③

各Unitの学習内容を参
考に、十分適切な分量で
表現上の誤りがほとんど
なく、身近な事柄を説明
したり、自分の考えを表
現したりできる。

各Unitの学習内容を参
考に、適切な分量で表現
上の誤りが少なく、身近
な事柄を説明したり、自
分の考えを表現したりで
きる。

各Unitの学習内容を参
考に、最低限必要な分量
で最低限通じる表現で、
身近な事柄を説明した
り、自分の考えを表現し
たりできる。

各Unitの学習内容を参
考に、最低限必要な分量
で最低限通じる表現で、
身近な事柄を説明した
り、自分の考えを表現し
たりできない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

各Unitの重要語彙・表現
を理解し、話したり書い
たりして場面に応じて
80％以上適切に利用す
ることができる。

各Unitの重要語彙・表現
を理解し、話したり書い
たりして場面に応じて
70％以上適切に利用す
ることができる。

各Unitの重要語彙・表現
を理解し、話したり書い
たりして場面に応じて
60％以上適切に利用す
ることができる。

各Unitの重要語彙・表現
を理解し、話したり書い
たりして場面に応じて
60％以上適切に利用す
ることができない。

後期 45 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　浅原　京子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

グローバル化の進む現代社会では、ビジネスや趣味で世界各地を訪れる機会や、日本を訪れる旅行者に接
する機会が増えている。その際に自信を持って英語でコミュニケーションをとれるように、DVDを使ったリスニン
グ、スピーキング、ペアワークなどの演習を通して、実用的な場面で使われる表現力を身に付ける。
①各Unitの重要語彙・表現を理解し、話したり書いたりして場面に応じて適切に利用できる。
②各Unitの場面や話題に沿った会話や説明を聴いたり読んだりして理解し、内容に関する質問に答えられる。
③各Unitの学習内容を参考に、身近な事柄を説明したり、自分の考えを表現したりできる。

第5学年 経営情報学科 学修 1 単位 必修 講義

科目名 英語表現Ⅴ　(English Expression Ⅴ)

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



補助教材等 辞書

学　習　上　の　留　意　点

・教科書・ノート・英和辞書を毎回必ず持参すること。
・授業中は積極的に参加すること（音読、ノートテイクやペアワーク、練習問題など）。
・予習をして授業に臨むこと。
・辞書等を使って復習すること（理解できたか確認。練習問題で実践など）。
・付属のDVDを自学自習に活用すること。
・発表課題の内容や時期等は別途指示する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

若い頃は学習の定着が早いので効率が良い。学生のうちにできること知っていることを増やしておきましょう。
・知らない音は聞きにくい、発音しにくい←音とつづりを確認してから発音練習、音読筆写で練習しましょう。
・読めない語句は覚えにくい←音とつづりを確認して発音練習、音読筆写で練習しましょう。
・意味を知らないと覚えにくい←単語を辞書で引いて品詞や文脈から適切な意味を選び取る能力を伸ばしましょう。
・文法/構文でつまづきがあると文の意味が分かりにくい←参考書や辞書の説明を参照して理解応用する能力を伸ばしましょう。
・文脈が分からないと意味が分かりにくい←文脈から理解する力が重要（どんな場面か、会話か文章か、記事か論説文か）。一般知
識があれば推測できる場合も多いので、現代社会や歴史、科学などの常識力も味方につけましょう。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 英語表現Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

教科書 『Globe Trotters - Practical English with Video』（センゲージ・ラーニング）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 15 時間

期末試験

試験返却・振り返り
前期のまとめ

期末試験で間違った個所や苦手な項目を復習す
る。

総　学　習　時　間　数 45 時間

Unit 11 Egypt
・Traveling back in time to
  discover one of the Wonders of
  the World
・Home Visit

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Review 期末試験に向けて総復習を行う。 期末試験の準備

Unit 9 Africa
・The sights and sounds of one of
 the most beautiful natural
 environments
・Running into Problems

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 10 Cambodia
・The history of Angkor
・Bargaining

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

中間試験

試験返却・振り返り
Unit 7 India
・From the Himalayas to the sea
・Shopping

中間試験で間違った個所や苦手な個所を復習す
る。場面ごとの重要語彙表現、会話や文書等の内
容を理解し内容に関する質問に答えたり、適切に
利用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 8 New Zealand
・Bungee jumping, jet boating
　zorbing
・One Day Excursions

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 5 New York City
・A tour of one of the world's
  most exciting cities
・Getting directions

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 6 Antarctica
・The natural wonders of the
　Earth's coldest driest, and
　windiest continent
・Health Problems

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

中間試験の準備

Unit 3 Peru
・A tour of some the most
  stunning places in Peru
・At the Hotel

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 4 Tokyo
・A portrait of life in modern
  Tokyo
・Describing Tokyo

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 1 Spain
・At the Airport

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

Unit 2 China
・Pandas young and old
・From the Airport

場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。

前回の復習と次回の授業
の予習。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：概要説明
Unit 1 Spain
・The sights and Sounds of Spain

授業の概要を知る。
場面ごとの重要語彙・表現、会話や文書等の内容
を理解し、内容に関する質問に答えたり、適切に利
用することができる。


